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読者からのお便り 資源物の回収品目が追加。ごみとしてうっかり捨ててしまわないよう、冷蔵庫に貼って覚えます。（下京区　津田さん）

緑
の「
量
」に
関
す
る
目
標

緑
の「
質
」に
関
す
る
目
標

○
既
存
の
建
物
価
値
の
継
承

○
多
様
な
要
望
に
応
え
る
た
め
の
舞
台
機
能
の
向
上

○
岡
崎
地
域
活
性
化
な
ど
に
つ
な
が
る
機
能
導
入
と
環

境
整
備

○
民
間
活
力
の
導
入

○
耐
震
性
能
の
不
足

○
内
装
・
外
装
・
設
備
の
老
朽
化

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
注

へ
の
未
対
応　

○注
誰
も
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
に
障
害
を
取
り
除
く
こ
と

○
ト
イ
レ
・
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
・
飲
食
場
所
な
ど
の
利

便
施
設
の
不
足

○
楽
屋
の
不
足

○
搬
入
空
間
の
狭
小
な
ど
に
よ
る
資
材
の
搬
出
入
作
業

の
制
約

○
ホ
ー
ル
の
舞
台
規
模
・
機
能
の
不
足
に
よ
る
演
出
・

使
用
形
態
の
制
約　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他

建
物
全
体

○
耐
震
補
強
・
防
火
対
策

○
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
増
設
、
床
の
段
差
解
消
に
よ
る
バ

　

緑
化
政
策
の
指
針
と
な
る

「
市
緑
の
基
本
計
画
」
を
具

体
的
に
推
進
す
る
た
め
の
実

施
計
画
と
し
て
、
こ
の
程
「
第

１
次
京
み
や
こ

の
み
ど
り
推
進
プ
ラ

市民・事業者・市
などの協働により
まちの緑化を推進

○民有地を借地した公園の整備

○市の施設などの緑化の推進

○民有地の緑化への助成

○地域の象徴となる保存樹などの指定に

よる市街地の緑の保全

建物価値を継承しつつ、より魅力的な「文化の殿堂」へ

　

昭
和
35
年
に
誕
生
し
、
国
内
外
の
著
名
な
音

楽
家
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
多
数
開
催
さ
れ
る
な

ど
、
２
つ
の
ホ
ー
ル
と
会
議
場
・
会
議
室
を
備
え

る
文
化
の
殿
堂
と
し
て
、
市
民
を
は
じ
め
多
く
の

方
に
愛
さ
れ
て
き
た
京
都
会
館
（
左
・
岡
崎
）
。

　

こ
の
程
、
施
設
の
老
朽
化
や
設
備
・
機
能
の
不

足
な
ど
の
課
題
を
解
消
し
、
現
代
の
利
用
需
要
に

適
合
さ
せ
る
た
め
、
市
民
・
利
用
者
・
専
門
家
な

ど
の
意
見
を
踏
ま
え
、
「
京
都
会
館
再
整
備
基
本

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
平
成
23
年
度
内
に
基
本
設
計
を
行
い
、

24
年
度
以
降
工
事
な
ど
に
着
手
。
既
存
の
建
物

価
値
を
継
承
し
な
が
ら
、
利
用
者
や
来
場
者
の

要
望
に
応
え
る
公
共
ホ
ー
ル
と
し
て
再
生
を
目

指
し
ま
す
。

リ
ア
フ
リ
ー
化

○
ト
イ
レ
の
新
設
・
改
修

○
ロ
ビ
ー
空
間
で
の
喫
茶
・
飲
食
ス
ペ
ー
ス
の
整
備

○
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
の
設
置
や
消
費
電
力
の
少
な
い

Ｌエ
ル
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ

Ｄ
照
明
の
導
入
な
ど
に
よ
る
環
境
負
荷
低
減

○
周
辺
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
賑
わ
い
空
間
を
創
出
す

る
た
め
の
中
庭
・
テ
ラ
ス
の
再
整
備

ホ
ー
ル
・
会
議
場

○
客
席
の
新
設
・
改
修

○
舞
台
機
能
・
設
備
や
音
響
・
照
明
の
向
上

○
楽
屋
の
改
修

○
搬
入
口
の
大
型
化
な
ど
に
よ
る
搬
出
入
作
業
の
効

率
化

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
最
小
限
の
負
担
で
効
果
的

に
再
整
備
を
行
う
た
め
、

①
第
１
ホ
ー
ル
の
一
部
を
増
築
し
、
他
は
全
面
改
修
（
概

算
建
設
費
用
＝
約
92
億
円
）

②
第
１
ホ
ー
ル
を
建
て
替
え
、
他
は
全
面
改
修
（
概
算

建
設
費
用
＝
約
89
億
円
）

　

の
２
種
類
の
事
業
手
法
を
検
討
。
耐
震
補
強
へ
の
対

応
、
舞
台
や
楽
屋
の
規
模
・
機
能
の
確
保
、
外
観
デ

ザ
イ
ン
へ
の
影
響
、
建
設
費
用
な
ど
を
総
合
的
に
判

断
し
、
②
の
手
法
を
基
に
再
整
備
を
進
め
ま
す
。

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
16
面
左
下
欄
参
照
）
で

も
紹
介
。

【
問
合
せ
】 

文
化
芸
術
企
画
課

☎ 
366
・
0
0
3
3
　　
FAX 

213
・
3
1
8
1

　
再
整
備
の
基
本
方
針

　
現
在
の
会
館
の
課
題

　
主
な
再
整
備
の
内
容

　
再
整
備
の
手
法

京
都
会
館
再
整
備
基
本
計
画
を
策
定

全面改修・第 1 ホール
の建て替えなど

　

例
え
ば
第
１
ホ
ー
ル
で
は
、
装

置
が
大
型
化
す
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音

楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
オ
ペ
ラ
・
バ

レ
エ
な
ど
の
総
合
舞
台
芸
術
の
公
演
の
開
催
も

可
能
に
な
り
ま
す
。

※
再
整
備
に
伴
い
、
24
年
４
月
１
日
利
用
分
か
ら

の
利
用
予
約
の
受
付
は
中
止
し
ま
す
。

　

現
在
、
岡
崎
地
域
の
活
性
化

に
向
け
て
、
地
域
全
体
の
都
市

計
画
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
中
で
、
建
物
の
高
さ
や
用

途
に
関
す
る
制
限
を
含
め
て
、
京
都
会
館
の

再
整
備
に
必
要
な
見
直
し
も
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

ン
」
（
計
画
期
間
＝
平
成
23

～
27
年
度
）
を
策
定
し
ま
し

た
。
同
プ
ラ
ン
で
は
、
緑
の

量
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、

質
の
充
実
も
図
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
市
民
の
緑
に
対
す

る
満
足
度
を
高
め
る
た
め
の

目
標
と
、
目
標
達
成
に
向
け

て
取
り
組
む
102
の
事
業
を
示

し
て
い
ま
す
。

　例えば、軒下や路地の草花、生け垣、
街路樹など身近に目にする緑の量を増や
そうということだよ。

○市街地の緑被率（上空から見た緑の割合）

　21 年度末 35％→ 27 年度末 36％

○市民１人当たりの公園等面積

　21 年度末 4.69㎡→ 27 年度末 5.35㎡

○緑視率（人の目に見える範囲の緑の割合）

　�22 年度末調査で 10％未満だった 13 カ所→ 27

年度末 10％以上

○三山注など京都らしい緑の保全、緑化を推進

する若い世代の育成　○注市街地を取り囲む東

山・北山・西山の総称

○市民・事業者・市

などの協働による緑

化の推進

○建物外周部などの

緑化による緑の連

続性の確保

　落ち葉の回収や除草、害虫被害報

告など、街路樹の育成・管理の支援。

対象日常的に活動可能な方（２人以上）。
申込み緑政課で配布中の事前協議書（ホー

ムページ〈16面左下欄参照〉にも掲載）で。
審査有。

街路樹サポーターを募集

【問合せ】 緑政課 ☎222-3589　FAX212-8704

※詳細は、ホームページ（16 面左下
欄参照）でも紹介。

一緒に緑化に取り組もう

京
の
み
ど
り
推
進

プ
ラ
ン
を
策
定

目標達成に向けて取り組む事業の例 プランの目標


